
授業実践開発研究 第 3巻 2010 年 3月 

国際理解に関する学習とキャリア教育との横断を図った 

総合的な学習の時間の教育効果に関する実践的研究 

Practicing Research that Attempts Study Concerning International

Understanding and Crossing of Career Education 

in the “Period for Integrated Study”   

 

石井 義史

千葉市立磯辺第三小学校1

本稿では、総合的な学習の時間における国際理解に関する学習での「かかわりあい」に焦点をあて、学習過程上の課題を明ら

かにすると共に、キャリア教育との横断を図りながら単元構成をすることが児童の主体的な学びを志向する上で有効であること

を提案する。まず、総合的な学習の時間における学習過程上の課題や国際理解に関する学習の学習方法上の課題を論じ、その後、

実社会の専門家の有効活用の一方策を提示している。児童の振り返りコメントからの変容を自己内省力という指針で分析し、課

題設定におけるかかわりあう力を意識した単元構成の有効性を小学校6年生の実践例を元に提示している。
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1. 研究主題について 

 

平成 20年 3月に告示された新しい学習指導要領は「生き
る力」を再掲し、「『理念』は変わりません。『学習指導要領』

が変わります。」2と謳った。文部科学省の言葉を借りれば「バ

ランス」を重視した学習指導要領だ3という。つまり、確かな

学力の育成のために「習得」と「活用」で教科学習を行い、

総合的な学習の時間には「探究」の学びを担わせようという

ものである。また、今回の学習指導要領の改訂では、総合的

な学習の時間は、授業時数が年間 70 時間となった。時数の
削減に注視されがちであるが、総合的な学習の時間は、PISA
型読解力の育成、生きる力の育成の双方からも高い評価を得

ており、教科領域、特別活動等との関連を強調し始めている。

自ら学び、自ら考える力や学び方、主体的に取り組む態度を

育てるには、まさに、教科・領域の枠を越えて取り組むべき

ものなのであろう。ゆえに、これまで問題視されていた学校

間格差、ねらいや育てたい力の不明確さ、教科学習への転用

や行事準備などとの混同を避ける必要性から、10年間の実施
状況を踏まえて、改めて総合的な学習の時間の充実と発展が

問われているのである。 

上記のような問題同様に、キャリア発達諸能力意識調査（第

2章4.5）からみられる実態から、子どもたちには、異年齢や

学校外の社会とのかかわりが十分ではないという現状がみら

れる。そこで、自立意識や社会性を伸ばすためには、様々な

社会とのかかわりを早い段階から持たせることが必要であり、

そのためにキャリア教育との横断を図った実践が重要である

と考えられる。 

また、従来行われてきた国際理解に関する学習では、世界

の文化に触れ調べる活動から、知識習得型の実践や、英語活

動との混同をしているような実践も多く見られた。しかし、

本来国際理解に関する学習では、外国の人のことを「自分の

こと」として課題意識を持つ必要があり、知識伝授型の学習

から、実社会から内容を共感的に理解し行動できるような児

童の育成が望まれているのである。 

一方、新学習指導要領では、総合的な学習の時間の内容の

取り扱いについて、「日常生活や社会とのかかわりを重視する

こと」「自分自身にかかわること」「他者や社会とかかわるこ

と」が加えられた。これは、総合的な学習の時間はキャリア

教育と大いに関連が強く、その要素を取り入れることが、総

合的な学習の時間のねらい達成のために有効であると考えら

れる。そこで、総合的な学習の時間の学習過程内にキャリア

教育でいうところの「社会とよりよくかかわりあう力」の育

成を意図的に構成する。その上で、自己理解・他者理解や自

己内省力の向上が学びにあたえる教育的効果について検証を

する。本研究が、実社会や実生活と双方向にかかわりながら、

子どもたち一人一人が学ぶ意欲の高まりを自己認識し、探究

的な学びにつながる深化した総合的な学習の時間のあり方を

明らかにする一端になるのではないかと考え、本主題を設定

した。

なお、実践校は日本語学級の設置校であり、青少年赤十字

に長年加盟して JRC 活動（青少年赤十字活動）に積極的に
取り組んでいるという特色がある。また、海外帰国子女や留

学生の子息がどの学年にも在籍し、学級担任として異文化理

解の必要性を感じている職員も多い。そこで、学校の特色を

生かし国際理解に関する学習を窓口にした、キャリア教育と

の複合的なカリキュラム開発を行う。
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6.4．実社会の多様な人材活用が生み出す学びの日常化や学び

の連鎖 

総括すると、単元全体を通してキャリアカウンセラー、読

売新聞社、保護者、異文化交流を進める方々などの多様な実

社会のゲストの生き方に触れるような単元構成は、価値ある

課題設定や追究の質を高めた。（ア）（イ）で述べたように多

様な人材活用は、自己理解・他者理解を促進し、学びの動機

付けに効果が見られた。

図9は児童のまとめをもとにしたテーマの分類の分布を示
したものであるが、平和・友好や環境・資源、教育・文化を

テーマにした児童がそれぞれ20%を越え、貧困・格差にかか
わるテーマをまとめた児童も約10%みられた。ともすれば外
国文化の紹介でとどまってしまいがちなテーマが、本実践を

経て、環境・資源の問題、貧困・格差の問題、人権問題、平

和・友好の課題という、他教科・領域にまで広がる質の高ま

った課題を追究していた。

また、単元全体の学びの振り返りでは、図 10と資料 3の
ように「もっと調べる機会がほしい」というような新たな課

題を発見している児童が43%もみられた。

また、「～のために、すぐできることをはじめたい」といっ

た日常化がみられるコメントも 21%みられ、「人」とのかか
わりあいに重点を置いた学習過程が、学びの意欲の向上を生

み、学びの日常化や学びの連鎖につながっていったことがわ

かる。

7．研究のまとめ（成果と課題） 

 

7.1．成果 

学習過程の中で「かかわりあう力」を意識した単元構成を

したことが、自己内省力の経過分析から学習意欲の向上に寄

与することが明らかになった。また、自分と異なった視点・

考え方を持つ人との出会いを創出することは、学びの場に「多

様性」をもたらし、「生き方」に触れる機会ともなり、価値あ

る課題設定や追究につながっていくことが明らかになった。

特に、課題設定に重点を置き、協同的な学びの手法をとるこ

とが、多くの児童に「詳しく知りたい」課題の発見や、「学び

の成果」の日常化がみられた。本研究における取り組みが、

児童の実践的な態度の育成と学びの連続性につながるという

教育効果が上がったといえる。

7.2．課題 

総合的な学習に時間では、国際理解に関する学習を窓口に

するだけではなく、他のカテゴリーでの実社会や実生活と双

方向にかかわりあう学びを模索していく必要がある。特に発

達段階に応じたキャリア形成を意図的に総合的な学習の時間

の計画に織り込んでいくような教育課程の編成をすることが

重要である。

また、自己内省の評価をさらに個人に即した具体的なもの

に高めていくにはどうすればよいか検討の余地があることと、

個に目を向けた評価からの適切な支援をどのように行ってい

くかについてはさらにつきつめていく必要がある。
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資料３【単元全体の振り返りコメントから】（一部抜粋） 

○「世界って広い」･･･中略･･･生活やその土地の風土、世界の問題

などもっと調べる機会がほしいなぁと思いました。

○児童労働について何も知らなかったけど、調べたことをもっと伝

えて、現状を知る人が増えたらいいなと思いました。

○環境問題について調べ･･･中略･･･環境のことを考えて、徒歩、省

エネなどすぐできることを始めたいと思いました。

○前は短くなるまえに鉛筆は新しくしてし･･･中略･･･短くなって

も大事に使っているネパールの子どもたちのことを調べて、使える
図９　【まとめからみえるテーマ分布】
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